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昭和59年8月
平成元年4月
平成元年4月
学会ならぴに社会における活動
昭和開年4月より日本草地学会評議員
昭和59年8月より日本畜産学会東北支部会評議員
(社)日本畜産学会評議員(平成元年3月まで)昭和62年4月
東北草地研究会長(平成2年10月まで)昭和63年10月
文部省学術審議会専門委員(平成3年1月まで)平成元年1月
草地学教育協議会長(平成3年3月まで)平成元年4月
平成3年4月より日本草地学会副会長
平成3年10月より日本学術会議地域農学研究連絡委員会委員
東北大学數授(農学部附属草地研究施設),(草地利用学)
東北大学農学部附属草地研究施設長(併任)
東北大学農学部附属農場長(併任)
非常勤講師等
昭和57年4月より
昭和60年4月
平成元年4月より
平成3年4月
海外出張等
昭和55年5月
北里大学獣医畜産学部非常勤講師
弘前大学農学部講師併任(61年3月まで)
石巻専修大学理工学部非常勤講師
山形大学厩学部講師併任(4年3月まで)
昭和57年8月
平成元年10月
中国科学院招請による塵業現代化考察団草地担当として中華人民共和国に出
張
文部省在外研究員(短期)として連合王国スコ,トランド山地農業研究所ほ
か西欧4か国に出張
第16回国際草地学会議出席のためフラソス国兆よびイタリフ国に出張

1 原著論文
1.自然草地の植生と士壌に関する研究
1) on the relationshゆ between vegetation and soil at mountain grassland in
North・eastern Japan
Ito,1. and l. Yamane
Sd. Rep. Res.1nst. Tohoku univ., D-フフ:フ-89 (1956)
著
2 ) E丘ect of sodium chlorate upon the vegetation at mountain gl'ass] and
Ito,1. and z. Kurosaki
Sci. Rep. Res.1nst. Tohoku univ., D-8:57ーフ0 (1957)
作
3 ) on the relationshゆ between vegetation and soil at mountain 宮rassland in
North・eastern Japan. part 2. studies on the s0Ⅱ in onikobe grassland
Yamane,1.,1.1to,1. sato and K. sato
Sci. Rep. Res.1nst' Tohoku univ., D-8:145-168 (1957)
目 録
4 ) on the relationship between vegetation and soil at mountain grassland in
North・eastern Japan. part 3' Growing process and inorganic and organic con・
Stituents of predominant plant spedes and some charaderistics of soils
Yamane,1.,1.1to, K. sato and D. Kumada
Sd. Rep. Res.1nst. Tohoku univ., D-9:1-43 a958)
5)宮城県川渡山地草原における植生と士壌について
伊藤巌,山根一郎
東北大農研粂報 7:33-71,1955
6)塩素酸ソーダが牧野の植生に及ぼす影響
伊藤巌,黒崎順二
東北大農研粂報 8:141-154,1956
フ)宮城県川渡山地草原の植生と士壌について,第2報主要草種の生育過程,無
機有機成分含有量と士壌の二三の性質
山根一郎,伊藤巌,佐藤勝信,熊田伝三郎
東北大農研擬報 8:227-264,1957
2.肉用牛の放牧に関する研究
1)肉用牛の放牧による牧草地の造成とその管理に関する研究,第1報早春放牧
後の牧草播種の効果に関与する諸要因
伊藤巌,余田康郎
中国農試研究報告 B-13:65-74,19備
22 ) 肉 用 牛 の 放 牧 に よ る 牧 草 地 の 造 成 と そ の 管 理 に 関 す る 研 究 , 第 2 報 重 放 牧 に
よ る 牧 草 地 の 成 立 過 程 と 播 種 翌 年 の 経 過
伊 藤 巌 , 余 田 康 郎
中 国 農 試 研 究 報 告  B - 1 3 : 7 5 - 8 7 , 1 9 筋
3 ) 肉 用 牛 の 放 牧 と 草 地 の 管 理 , 第 1 報 野 草 地 と 牧 草 地 に 船 け る 肉 用 牛 と 乳 用 牛
の 採 食 行 動
伊 藤 巌 , 早 川 康 夫 , 佐 藤 康 夫 , 高 畑 滋 , 宮 下 昭 光
北 海 道 農 試 粂 報  9 4 : 6 1 - 7 2 , 1 9 6 9
4 ) 肉 用 牛 に よ る 林 床 サ サ の 放 牧 利 用 に つ い て
河 村 立 , 菅 原 和 夫 , 伊 藤 巌 , 大 竹 秀 男 , 伊 沢 健 , 小 田 島 守 , 遊 佐 ト キ エ
東 北 大 学 川 渡 農 場 報 告  3 円 1 - 9 5 , 1 9 釘
5 ) プ ラ ー マ ソ 種 ず X 黒 毛 和 種 . 日 本 短 角 種 船 よ び ホ ル ス タ イ ソ 種 9  の F 1 の 飼 料
利 用 性 と 産 肉 能 力 の 研 究
水 間 豊 , 山 岸 敏 宏 , 八 巻 邦 次 , 篠 原 久 , 太 田 実 , 二 瓶 章 , 高 橋 久 , 阿
部 篤 郎 , 伊 藤 巌 , 正 木 淳 二 , 勝 野 正 則 , 堀 口 雅 昭 , 津 田 恒 之 , 佐 々 木 康 之 ,
星 野 忠 彦 , 足 立 達
東 北 大 学 川 渡 屡 場 報 告  3 : 1 3 3 - 1 3 9 , 1 9 8 7
6 ) ブ ラ ー マ ソ 種 ず X 黒 毛 和 種 . 日 本 短 角 種 お よ ぴ ホ ル ス タ イ ソ 種 9  の F 1 の 飼 料
利 用 性 と 産 肉 能 力 の 研 究 ( 3 )
水 問 豊 , 山 岸 敏 宏 , 八 巻 邦 次 , 藤 原 久 , 太 田 実 , 二 瓶 章 , 高 橋 久 ,
伊 藤 巌 , 大 竹 秀 男 , 西 脇 亜 也 , 佐 伯 英 治 , 勝 野 正 則 , 正 木 淳 二 , 堀 口 雅 昭 ,
佐 々 木 康 之 , 星 野 忠 彦 , 足 立 達 , 佐 藤 晃 三
肉 用 牛 研 究 会 報  4 6 : 4 7 - 4 8 , 1 9 8 8
フ ) 在 来 肉 用 牛 と プ ラ ー マ ソ 種 と の F 1 雑 種 の 放 牧 時 の 体 重 増 加 と 野 草 の 採 食 特 性
西 脇 亜 也 , 菅 原 和 夫 , 伊 沢 健 , 大 竹 秀 男 , 伊 藤 巌
東 北 大 学 川 渡 農 場 報 告  6 : 1 5 - 1 9 , 1 9 9 0
3 . 永 年 放 牧 地 の 特 性 と 管 理 に 関 す る 研 究
1 ) 永 年 放 牧 地 の 特 性 と 管 理 , 第 1 報 放 牧 時 間 の 長 短 と 放 牧 地 の 草 高 に つ い て
早 川 康 夫 , 伊 藤 巌
北 海 道 農 試 輩 報 兜 : 6 2 - 7 2 , 1 9 6 8
2 ) 融 雪 剤 に よ る 融 雪 促 進 の 効 果 , 第 2 報
伊 藤 巌 , 早 川 康 夫 , 星 野 達 三
北 海 道 の 農 業 気 象  2 1 : 5 - H , 1 9 7 0
融 雪 促 進 が 牧 草 の 生 育 に お よ ぽ す 影 響
3)永年放牧地の特性と管理,第4報傾斜地に船ける地力と採食行動
早川康夫,伊藤巌
北海道農試粂報 97:28-38,1970
4)積雪寒冶地帯の永年放牧地に関する生態学的研究
伊藤巌
北海道農試研究報告 103:フフ-1認,1972
5)川渡の山地草原に船ける放牧と植生遷移
伊藤巌
草地生態 15:30-37,1975
田草地の融雪促進に関する研究,第3報融雪促進による放牧期間の延長
伊藤巌
日草誌 21:189-193,1975
フ)放牧期間の延長に関する研究,第]報放牧牛の体重変化からみたASPの存
在価値
井村毅,村里正八,目黒良平,加納春平,伊藤巌
東北農試研究報告 52:17フ-186,1976
4.放牧家畜の行動に関する研究
D 個別放牧と群放牧とが和牛の行動と植生におよぽす影響
余田康郎,岩崎穂,伊藤巌
中国農業研究 38:64一備,1968
3
2)放牧牛群の休息形(Restingform)について
伊藤巌
日草誌 17:133-140,1971
3)放牧牛群の食草時に船ける Spatialpattern,1調査方法について
佐藤衆介,伊藤巌,林兼六
日草誌 22 ■19-321,1976
4)放牧牛群の食草時における Spatialpattem,Ⅱ季節および牧区面積の影縛
佐藤衆介,伊藤巌,林兼六
日草誌 22:313-318,1976
5)放牧牛群の食草時における Spatialpattem ,Ⅲ草生の影響
佐藤衆介,伊藤巌,林兼六
日草誌 23:325-329,1976
46 ) 少 頭 数 牛 群 の 放 牧 習 性 に 関 す る 研 究 , 第  1 報 G r a z i n g  F o r m  と  N 0 1 卜 G r a z i n g
F o r m を と る 個 体 の 頭 数 割 合 と 群 れ 行 動 型 の 関 係
目 黒 良 平 , 井 村 毅 , 伊 藤 巌 , 加 納 春 平
東 北 農 試 研 究 報 告  6 4 : 1 船 一 Ⅱ 3 , 1 9 8 1
フ ) 発 情 牛 の 発 情 臭 と そ の 発 散 部 位
梅 村 和 弘 , 菅 原 和 夫 , 伊 藤 巌
日 畜 会 報  5 9 - : フ 7 9 - 7 8 6 , 1 9 8 8
8 ) 放 牧 牛 群 の 食 草 時 に お け る  S p a t i a l L e a d e r s h ゆ ,
つ い て
福 田 栄 紀 , 伊 藤 巌 , 伊 沢 健
日 草 誌  3 4 : 1 0 0 - 1 0 7 , 1 9 認
9 ) 雄 牛 の 性 行 動 に 船 け る 喋 覚 の 役 割
梅 村 和 弘 , 菅 原 和 夫 , 伊 藤 巌
日 畜 会 報  6 0 : 8 3 6 - 8 4 0 , 1 9 8 9
1 0 ) 雄 牛 に よ る 発 情 臭 の 感 知 距 離
梅 村 和 弘 , 菅 原 和 夫 , 伊 藤 巌
日 畜 会 報  6 1 : 8 認 一 8 5 9 , 1 9 9 0
5 . 草 地 の 放 牧 利 用 に 関 す る 研 究
1 ) 放 牧 野 草 地 に 混 生 す る シ ロ ク 戸 ー バ ( T . r e p e n s ) の 分 布 と 生 育 地 の 条 件
伊 藤 巖 , 余 田 康 郎 , 黒 崎 順 二
北 海 道 農 試 粂 報  9 3 : 5 5 - 6 6 , 1 9 6 8
1 群 れ の 社 会 構 造 と の 関 連 に
2 ) 放 牧 搾 乳 牛 の 泌 乳 量 と 牧 草 の 季 節 生 産 性
伊 藤 巌 , 萱 場 猛 夫 , 伊 沢 健
日 草 誌  2 4 : 1 7 2 - 1 7 6 , 1 9 7 8
3 ) 早 春 の 川 渡 山 地 草 原 に お け る 被 食 植 物
伊 藤 巌 , 伊 沢 健
東 北 大 学 川 渡 農 場 報 告  2 : 6 卜 6 4 , 1 9 8 2
4 ) 禁 牧 に と も な う シ バ 草 地 の 植 生 推 移
加 納 春 平 , 目 黒 良 平 , 村 里 正 八 , 井 村
東 北 農 試 研 報 7 0 : 6 9 - 8 3 , 1 9 8 4
5 ) 放 牧 草 地 に お け る W 年 間 の 植 生 推 移
加 納 春 平 , 目 黒 良 平 , 村 里 正 八 , 井 村
東 北 農 試 研 報  7 0 . 3 9 - 6 8 , 1 9 8 4
毅 , 伊 藤 巌
毅 , 伊 藤 巌
6 ) 1ntensive use of Japanese cedaT forest for grazing
Sugawara, K., T.1Sawa, M. Goto and l.1to
Proc.15th lnt. Grassl. cong., Kyoto, PP.1076-107フ(1985)
フ)オーチャードグラスの自然下種による植生維持と放牧方式
楊中芸,伊藤巌,菅原和夫,関喜一,八嶋康広,大竹秀男,伊沢
佐トキェ,鈴木敦
東北大学川渡農場報告 3:8卜舗,1987
8)放牧家畜の採食草種と埋士種子集団
原沢弘子,菅原和夫,伊藤巌,大竹秀男,伊沢健,八嶋康広,遊佐トキエ
東北大学川渡農場報告 3:87-104,19釘
9)川渡農場北山放牧地の植生と牧養力
伊藤巌,菅原和夫,大竹秀男,伊沢健,八嶋康広
東北大学川渡農場報告 5:39-42,1989
10)放牧草地に船ける直達光受光葉面積(Fd)測定法の開発とその意義について
伊藤巌
東北大学川渡農場報告 6.1-5,1990
ID 放任されたオーチャードグラスの物質生産構造の季節変化
伊藤巌,伊沢健,大竹秀男,菅原和夫
東北大学川渡農場報告 6:フ-9,1990
6.放牧地におけるマダニに関する研究
D 川渡におけるマダニ相とその推移
大竹秀男,伊藤巌,林兼六
東北大学川渡農場報告 2:139-142,
健,遊
2 ) Fluctuation in cattle tick population density 血 Sown and indigenous pasture in
Japan
Ito,1., H. otake and K. sugawara
Proc.15th lnt. Grassl. cong., Kyoto, PP.794-795 (1985)
3)永年放牧地におけるダニ生息密度と環境条件,
季節的消長
大竹秀男,伊藤巌,林兼六
日草誌 30:452-457,1985
4)永年放牧地におけるダニ生息密度と環境条件,
大竹秀男,菅原和夫,伊藤巌
日草誌 32:2田一266,1986
198
1川渡におけるマダニ相とその
Ⅱマダニの定量的調査法の検討
?
65 ) フ タ ト ゲ チ マ ダ コ の 生 態 に 関 す る 研 究 , 1 . 落 下 時 の 負 傷 が 産 卵 お よ び ふ 化 に
お よ ぼ す 影 響
大 竹 秀 男 , 菅 原 和 夫 , 伊 藤 巌
東 北 大 学 川 渡 農 場 報 告  3 : 1 2 9 - 1 3 2 , 1 9 釘
6 ) フ ラ ン ネ ル 法 に よ る フ タ ト ゲ チ マ ダ ニ (  H . 1 0 n g i c o r n i s ) の 生 息 密 度 調 査 法 の
検 討
大 竹 秀 男 , 菅 原 和 夫 , 伊 藤 巌
日 草 誌  3 4 : 2 3 6 - 2 3 8 , 1 9 8 8
フ ) ゼ プ ー F 1 牛 と 日 本 在 来 種 ( 黒 毛 和 種 と 日 本 短 角 種 ) の 外 部 寄 生 虫 に 対 す る 抵
抗 性 の 比 較
大 竹 秀 男 , 伊 藤 巌 , 水 間 豊
東 北 大 学 川 渡 農 場 報 告  5  』 3 - 4 7 , 1 9 8 9
フ . 放 牧 草 地 の 管 理 に 関 す る 研 究
1 )  E C 0 1 0 g i c a l s t u d i e s  o n  t h e  i m p r o v e m e n t  o f  n a t u r a l  g a s s l a n d . 1 .  T h e  v e l o c i t y
a n d  t h e  t y p e  o f  p l a n t  c o m m u n i t y  c h a n g e s  d u e  t o  f e r t i l i z a t i o n  a n d  c u t t i n g  a n d
t h e  a m o u n t  o f  t h e  g r a s s  v a r i e s  w i t h  t h e s e  c h a n g e s .
K u r o s a k i ,  Z . , 1 . 1 t o ,  N . 1 i z u k a  a n d  T .  T s u k a g o s h i
T o h o k u  J .  A g r .  R e s . , フ : 1 3 1 - 1 4 1  a 9 5 6 )
2 ) 山 地 草 原 に お け る 牧 草 に 対 す る 施 肥 の 効 果
山 根 一 郎 , 黒 崎 順 二 , 伊 藤 巌 , 佐 藤 勝 信 , 佐 藤 和 夫
日 草 誌  8 : 5 3 - 6 0 , 1 9 6 2
3 ) 火 山 灰 士 壌 の 牧 草 地 に お け る 燐 酸 施 肥 の 効 果
伊 藤 巌 , 余 田 康 郎 , 太 田 浜 造 , 土 江 米 一 郎
中 国 農 業 研 究  3 3 : 4 9 - 5 1 , 1 9 儒
4 ) 放 牧 牛 の 排 糞 に 起 因 す る 不 食 草 の 消 去 方 法 に つ V て
余 田 康 郎 , 伊 藤 巖
中 国 農 業 研 究  3 9 : 6 9 - 7 0 , 1 9 6 8
5 )  N の 施 用 時 期 と 放 牧 地 牧 草 の 季 節 生 産 性
伊 藤 巌 , 沼 川 武 男 , 目 黒 良 平 , 井 村 毅 , 加 納 春 平
東 北 農 試 研 速 報  1 6 : 3 9 - 4 3 , ] 9 7 3
6 ) 積 雪 寒 冷 地 帯 の 輪 作 草 地 の 利 用 に 関 す る 研 究 , 第 1 報 採 草 地 へ の 早 春 放 牧 が
一 番 草 の 収 量 に お よ ぼ す 影 饗
伊 藤 巌 , 伊 沢 健
東 北 大 学 川 渡 農 場 報 告  1 : 2 3 - 2 6 , 1 9 7 6
フ)草地群落における種間競争に関する研究,第1報放牧下でのぺレニアルライ
グラス(3 品種)およびトールブエスク(3 品種)のオーチ十ードグラスに
対する競争の草種間差異
佐藤健次,伊藤巌,林兼六
東北大学川渡農場報告 2:143-148,1982
8)利用 2年目放牧地におけるぺレニフルライグラス(3品種)およびトールフェ
スク(3品種)のオーチャードグラスに対する競争能力
佐藤健次,伊藤巌,林兼六
日畜東北支部会報 34:12-14,1984
9)人工草地の自然下種に関する生態学的研究,Ⅱオーチャードグラス(DadyⅡS
glomerata)の種子登熟歩合と自然落下率および春の刈り取りが種子生産に及
ぼす影響
楊中芸,菅原和夫,伊藤巌,丸山純孝,福永和男
日草誌 33:102-108,1987
]0) Factors a丘ecting the regeneration of pasture vegetation by naturalreseeding
Yang, Z. Y., K. sugawara,1.1to, J. Maruyama and K . Fukunaga
Tohoku J. Agr. Res.,39:1-フ(1988)
ID 放牧草地におけるエゾノギシギシ(RumexobtuS証0ⅡUS)の消長
伊藤巌,伊沢健,菅原和夫
東北大学川渡農場報告 4:43-48,1988
7
8 ニホンジカの放牧に関する研究
1)ニホンジカの生産性に関する生理・生態学的研究
津田恒之,伊藤巌,星野忠彦,西口親雄,佐々木康之,太田実,西脇亜也,
小田島守
東北大学川渡農場報告 4 ■5-59,1988
2)野草地におけるニホソジカの選択採食と植生変化
西脇亜也,集治善博,伊藤巌,菅原和夫,伊沢健
東北大学川渡農場報告 4:49-53,1988
3)スギ.マツ植林地に船けるニホソジカのチマキザサに対する選択採食
西脇亜也,集治善博,伊藤巌,菅原和夫
日林論文集 101:167-168,1990
9.放牧草地における栄養物質の循環に関する研究
1) seasonal variation in symbiotic nitrogen fixation of white c]over
Sugawara,1<., T.1Sawa, Y. Yashima and l.1to
Proc.16th lnt. Grassl. cong., Nice, PP.133-134 a989)
82 ) 牛 の 全 血 中 ミ ネ ラ ル 濃 度 に つ い て 一 特 に カ リ ウ ム お よ び ナ ト リ ウ ム 濃 度 を 中
心 寸 こ ー
鈴 木 敦 , 菅 原 和 夫 , 伊 藤 巌
東 北 大 学 川 渡 農 場 報 告  5 : 5 5 一 認 , 1 9 8 9
3 ) 乳 用 牛 放 牧 地 に 発 け る カ ル シ ウ ム の 動 態
山 崎 和 信 , 菅 原 和 夫 , 伊 藤 巌
日 畜 東 北 支 部 会 報  3 9 : ] 1 8 - 1 2 2 , 1 9 9 0
4 ) シ ロ ク ロ ー バ . オ ー チ ャ ー ド グ ラ ス 混 播 草 地 の 窒 素 固 定 一 施 肥 窒 素 の 影 響 一
菅 原 和 夫 , 伊 沢 健 , 八 嶋 康 広 , 伊 藤 巌
東 北 大 学 j " 渡 農 場 報 告  6 : 1 1 - 1 4 , 1 9 9 0
5  )  p a l a t a b i l i t y  a n d  m i n e r a l  c o n c e n t r a t i o n  o f  h e r b a g e  o n  u r i n e  s p o t s
S u z u l d ,  A . ,  K .  s u g a w a r a  a n d  l . 1 t o
J .  J a p a n .  G r a s s l .  s c i . , 3 6 : 3 0 0 - 3 0 3  a 9 9 の
6  )  D i f f e r e n c e  i n  p o t a s s i u m  d y n a m i c s  b e t w e e n  g r a z i n g  a n d  c u t t i n g  g r a s s l a n d s
S u z u k i ,  A . ,  K .  s u g a w a r a  a n d  l . 1 t o
J .  J a p a n .  G r a s s l .  s d . , 3 6 : 4 0 4 - 4 1 0  ( 1 9 9 1 )
フ )  F r e q u e n c y  o f  a p p e a r a n c e  o f l o w  a n d  h i g h  p o t a s s i u m  t y p e s  a n d  m i n e r a l c o n c e n ・
t r a t i o n s  i n  w h o l e  b l o o d  o f  s h e e p
S u z u k i ,  A . ,  K .  S U 宮 a w a r a  a n d  l . 1 t o
T o h o k u  J .  A g r .  R e s . , 4 1 : 5 7 - 6 0  ( 1 9 9 1 )
Ⅱ
総 説 等
放 牧 地 な ら び に 草 地 生 態 系 に 関 す る 総 説
D  草 地 の 放 牧 利 用 と 草 原 生 態 系
伊 藤 巖
環 境 情 報 科 学  4 1 4 - 2 1 , 1 9 7 5
2 ) わ が 国 に お け る 草 地 の 放 牧 利 用 と そ の 技 術 的 諸 問 題
伊 藤 巌
酪 農 科 学  2 8 : 2 0 3 - 2 1 2 , 1 9 7 9
3 ) 牛 乳 牛 肉 の 安 定 的 生 産 と 草 地 農 業 一 放 牧 方 式 と 生 態 系 一
伊 藤 巌
酪 農 科 学  2 8 : 謎 一 5 3 , 1 9 7 9
4)草地生態系と家畜生態
伊藤巌
畜産の研究 35:103一Ⅱ0,1981
5)中国湖南省の畜産と草地植生一寒地型牧草の伝播と繁殖につVての生態学的
考察一
伊藤巌
東北大学川渡農場報告 2:65一乃,1982
2 畜産的土地利用に関する総説
D 鬼首村の牧野利用に関する調査
吉田寛一,及川賢司,菅野俊作,東海林仲之助,飯泉茂,山根一郎,伊藤
巌,佐藤郁生,佐藤和夫
東北大農研粂報 9:1-126,1957
2)島根県における草地造成補助事業の実態と2,3の問題点について
伊藤巌,名原保徳
中国農業研究 32:59-62,19弱
3)山地開発による肉牛牧場の創設に関する研究一とくに自然保護,災害防止,
環境保全との関連についてー
伊藤巌
林兼六編,東北大農学部附属草地研究施設Ⅱ9-139,1974
9
4)畜産に船ける士地利用の展開 1-210
昭和53年度畜産経営士地利用技術優良事例集
伊藤巌
牧草と飼料作物を組合わせた輪作利用 51一袷
中央畜産会 1979
5)里山開発利用の技術指針 1-133
伊藤巌
草地の利用技術 48-60
中央畜産会 1980
.、
印畜産に船ける士地利用の展開 1-219
昭和54年度畜産経営土地利用技術優良事例集
伊藤巌
子牛生産における耕・草・林地の複合利用Ⅱ0-142
中央畜産会 1980
1 0
フ ) 畜 産 に お け る 士 地 利 用 の 展 開  1 - 2 4 0
昭 和 5 5 年 度 畜 産 経 営 士 地 利 用 技 術 優 良 事 例 集
伊 藤 巌
草 地 の 集 約 的 放 牧 利 用 と 輪 作 体 系 の 確 立  5 7 - 8 7
中 央 畜 産 会  1 9 8 1
8 ) 畜 産 に お け る 士 地 利 用 の 展 開  1 - 2 船
昭 和 5 6 年 度 畜 産 経 営 士 地 利 用 技 術 優 良 事 例 集
伊 藤 巌
畜 産 に お け る 士 地 利 用 の 技 術 的 動 向  2 2 - 4 0
中 央 畜 産 会  1 9 8 2
9 ) 畜 産 に お け る 士 地 利 用 の 展 開  1 - 2 2 6
昭 和 5 7 年 度 畜 産 経 営 士 地 利 用 技 術 優 良 事 例 集
伊 藤 巖
遠 隔 放 牧 地 で の 現 地 搾 乳 に よ る 士 地 利 用  4 5 - 6 1
中 央 畜 産 会  1 9 8 3
1 0 ) 草 地 開 発 と 乳 肉 生 産 の 合 理 化
ー わ が 国 に お け る 畜 産 的 士 地 利 用 の 技 術 的 動 向 一
伊 藤 巌
酪 農 科 学 3 3 : 2 3 1 - 2 3 9 , 1 9 8 4
Ⅱ ) 士 地 利 用 型 畜 産 の 振 興 に 関 す る 調 査 指 遵 事 業 報 告 書  1 - 2 1 6
伊 藤 巌 , 山 岸 敏 宏
青 森 県 東 通 村 の 士 地 利 用 と 肉 用 牛 振 興 の 方 向  1 0 7 - 1 4 9
全 国 農 業 構 造 改 善 協 会  1 9 8 6
1 2 ) 東 北 地 方 に お け る 士 地 利 用 型 畜 産 と そ の 技 術 的 諸 問 題
伊 藤 巌
日 畜 東 北 支 部 会 報 3 6 : ] 1 - 2 0 , 1 9 8 6
3
畜 産 経 営 な ら び に 自 給 飼 料 生 産 に 関 す る 総 説
1 ) 新 潟 北 部 地 域 畜 産 主 産 地 形 成 基 本 調 査 委 託 事 業 実 穎 報 告 書  1 - U
伊 藤 巌
日 本 草 地 協 会  1 9 7 9
2 ) 飼 料 生 産 基 盤 高 度 利 用 調 査 委 託 事 業 実 績 報 告 書  1 - 2 心
肉 用 牛 繁 殖 育 成 経 営 の 事 例
伊 藤 巌 , 菅 原 和 夫 , 伊 沢 健
肉 用 牛 田 本 短 角 種 ) 生 産 を 中 心 と す る 畜 産 経 営 の 実 態  3 - 2 4
日 本 草 地 協 会  1 9 8 4
3)飼料生産基鯉高度利用調査委託事業実績報告書 1-212
伊藤巌,菅原和夫
山地草地地帯における肉用牛繁殖経営の実態と課題 181-212
日本草地協会 1985
4)肉用牛経営における自給飼料生産の展開(D
伊藤巌
夏山冬里方式における自給飼料生産 1-28
中央畜産会 1986
5)肉用牛経営における自給飼料生産の展開(Ⅱ)
里山の放牧利用
伊藤巌
共伺放牧地と里山放牧地を基盤とした繁殖経営 1-32
中央畜産会 1987
田飼料生産基盤高度利用調査委託事業実績報告書 1-224
伊藤巌
東北地方山間草地地帯の肉用牛繁殖経営と飼料基盤高度利用 181-224
日本草地協会 1986
フ)肉用牛経営における自給飼料生産の展開(Ⅲ) 1 -129
耕地の有効利用
伊藤巌
平坦農耕地帯における通年サイレージ方式による繁殖経営]-33
中央畜産会 1988
1 -103
Ⅱ
1 -122
8)自給飼料を主体とした肉用牛生産の可能性と問題点
伊藤巌
東北草地研報 2:20-30,19朋
4.調査報告その他
D 開田畦畔の草生改良につVて
伊藤巌,菊地豊
日畜長野分会報,1:141-154,19認
2)草資源開発をめぐる23の問題点
伊藤巌
東北大学農学部飼養学講座10周年記念号,紫陽13:43-48,1959
1 2
3 ) 和 賀 山 村 の 畜 産 ・ 特 殊 林 産 振 興
伊 藤 巌
和 賀 山 村 の 草 地 開 発  9 - 1 5
山 村 振 興 調 査 会  1 9 7 1
4 ) 輪 作 体 系 は な ぜ 必 要 か
伊 藤 巌
デ ー リ
5 ) ア ル プ , ル フ , 主 体 の 草 地 を 増 や そ う
伊 藤 巌
牧 草 と 園 芸  2 8 :  N O . 1 2 , 5 - 9 , 1 9 8 0
6 ) 家 畜 ふ ん 尿 , 同 汚 水 の 処 理 お よ び 利 用 に 関 す る 共 同 研 究
伊 藤 巌 , 太 田 実 , 菅 原 和 夫
共 同 研 究 刊 行 会 , 分 担 執 筆 , 3 5 - 3 8 , 1 4 8 - 1 5 0 , 2 3 3 - 2 3 4 ,
フ ) 搾 乳 牛 の 夏 山 冬 里 方 式 に よ る 放 牧 地 の 集 約 的 士 地 利 用
伊 藤 巌
畜 産 コ ソ サ ル タ ソ ト  2 2 4 : 2 3 - 2 7 , 1 9 8 7
一
『 ' ソ
1  - 2 6
2 9 : 2 6 - 2 7 , ] 9 7 9
8 ) 中 国 湖 南 省 の 草 地 植 生
伊 藤 巌
熟 帯 草 地 研 究  1 : フ - 9 , 1 9 8 3
9 ) 中 国 湖 南 省 桃 源 県 の 畜 産
伊 藤 巌
宮 獣 会 報  3 7 : 7 4 - 8 1 , 1 9 8 4
Ⅲ 著
D  牧 草 一 作 り 方 と 使 い 方
伊 藤 巌 他 4 氏 共 著  P P '  2 5 9
農 文 協  1 9 防
2 ) 畜 産 大 事 典
内 藤 元 男 監 修
伊 藤 巌 自 然 草 地 の 生 態 と 管 理  6 6 4 - 6 認 , 養 賢 堂 1 9 7 8
書
2 8 6  - 2 8 8 , 1 9 8 0
3)草地農学
伊藤巌他3氏共著 PP.ト27フ
伊藤巌
草地農業と草地農学 2-8
牧草の成立と特徴 61-68
牧草の生産力 69-83
反招家畜の栄養と草類の飼料価値 84-94
放牧家畜の生態 105一Ⅱ5
わが国草地農業の経営 126-134
牧草採草地の管理 152-]62
牧草放牧地の管理 163-172
酪農経営と草地利用 186-197
朝倉書店 1980
4)畜産的士地利用の現状と展開方式
梶井功編
伊藤巌他8氏共著 1-325
伊藤巌
寒冷地における畜産的土地利用の意義とその技術的特徴
中央畜産会 1984
5)新畜産学
伊藤巌
伊藤巌
玲
田肉用牛経営における自給飼料生産の手引
伊藤巌他6氏共著 1-225
伊藤巌
草地の造成と硬新兜一104
草地の放牧利用 105-115
中央畜産会 1987
他10氏共著
草地と放牧
1 -296
222-238,朝倉書店
フ)農業気象佶報
日本農業気象学会東北支部編 1-248
伊藤巌他57氏共著
伊藤巌
東北地方の山地を利用した放牧・牧草生産のポイソト
日本農業気象学会東北支部 1989
200-223
1985
124-125
N8 ) 粗 飼 料 ・ 草 地 ハ ン ド プ ッ ク  1 - 9 4 8
高 野 信 男 , 佳 山 良 正 , 川 鍋 祐 夫 監 修
伊 藤 巌
飼 料 作 物 の 栽 培 法  3 4 5 - 3 6 0
養 賢 堂  1 9 8 9
9 ) 新 草 地 農 学
伊 藤 巌 他 3 氏 共 著  1 - 2 3 0
伊 藤 巌
草 地 農 業 と 草 地 農 学  1 - 6
牧 草 の 成 立 と 特 徴  5 2 一 認
牧 草 の 生 産 力  5 9 - 7 1
反 す う 家 畜 の 栄 養 と 草 類 の 飼 料 価 値
放 牧 家 畜 の 生 態  8 9 - 9 8
草 地 の 保 健 休 養 機 能  1 0 2 - 1 0 4
わ が 国 草 地 農 業 の 経 営  1 0 8 一 Ⅱ 5
牧 草 採 草 地 の 管 理  1 3 卜 1 3 9
牧 草 放 牧 地 の 管 理  1 4 0 - 1 4 8
肉 用 牛 経 営 と 草 地 利 用  1 4 9 - 1 5 9
酪 農 経 営 と 草 地 利 用  1 6 0 - 1 7 2
朝 倉 書 店  1 9 8 9
1 の  M a n a g e d G r a s s l a n d s
( T h e  s e r i e s  "  E c o s y s t e m  o f  t h e  w o r l d "  1 7 A )
I w a o  l t o
E d i t e d  b y  A . 1 .  B r e y m e y e r ,  c h a p t e r  6 .  M a n a g e d  G r a s s l a n d  血  J a p a n . : 1 2 9 - 1 4 7 ,
E l s e v i e r  s d .  p u b .  C O . ,  A m s t e r d a m  ( 1 9 9 の
7 2 - 7 8
